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事象

事象

ピボットウィンドウを開いた直後に、分析軸を移動するとドラッグ&ドロップで移動させると「Out of Bounds」のエラーが出る時がある。

例えば、「完成の受注伝票」ピボットで、集

計値の「課税標準額」を未使用欄にドロッ

プした、そのあとすぐに集計値に戻すと、ほぼ

確実に再現できる。
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原因

原因

「Out of Bounds」のエラーは、

Pivot Windowで使用しているライ

ブラリーが表示しており、原因は不明。

JPiereとして実装しているクラスは、

スタックトレースに表示されない ->
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回避策

回避策

調査の結果、「Out of Bounds」のエラーは、Pivot Windowが集計データを保持している場合には発生しない事が判明した。

※画面上はピボットウィンドウの集計結果が非表示になっていても、集計データを保持していれば発生しない。反対に集計データが

クリアされると発生する。

そのため、次のように実装を修正する。

・集計した結果をクリアするのは、次回のデータ集計の直前に行うようにする。-> 集計した結果のクリアタイミングの見直し。

※これまではデータが0件の場合は、そのタイミングでクリアしていたが、このタイミングでクリアすると「Out of Bounds」のエラーが発

生するので、0件の場合はクリアしないように修正する。データのカウント処理でデータがあるのが確定した後で、データを取得する直

前にクリアするように修正する。

・ピボットウィンドウを開くタイミングで、1件のデータを取得するSQLを実行し、ピボットウィンドウ自体は非表示しておく。

※集計対象のテーブルにデータが0件の場合は、回避できないことになるが、ピボットウィンドウを使おうと考えているテーブルで、デー

タが0件というのはあり得ないと思うので、0件の場合は無視する。

※1件のデータ取得の処理なので、ウィンドウを開く時間はほとんど影響は無いと思われる。その他の操作感覚は、これまでと同じ


